
　適寿リハビリテーション病院では、医療DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、

質の高い医療・看護サービスの提供に努めています。以下のとおり、医療DX推進の体制を整備し、

情報の取得・活用を行っています。

１．医療DX推進体制

　　　当施設では、電子的な診療情報の利活用を進める体制を整備しています。

　　　医師、看護師、セラピスト、事務職員、システム担当者等による医療DX推進チームを設置し、定期的に運用状況

　　の確認および改善策の協議を行っています。

２．電子情報の取得・活用に関する取組

　　　当施設では、電子カルテやオンライン資格確認等を活用し、患者様の診療情報の有効活用に努めています。

　　　オンライン資格確認を行う体制を整備しており、保険資格の確認や薬剤情報・特定健診情報などを取得・活用し

　　ています。

　　　電子カルテシステム、医療用画像管理システム等を診療情報・看護情報を一元管理し、チーム医療および在宅医

　　療の質の向上に活かしています。

　　　医療情報の連携にあたっては、適切な同意取得のもと、地域の医療機関・介護事業所との情報共有を推進してい

　　ます。

３．セキュリティおよび個人情報保護

　　　医療DXの推進にあたり、情報セキュリティおよび個人情報保護に万全を期しています。

　　　情報セキュリティポリシーの整備および定期的な職員研修を実施し、システムにはアクセス制限を設け、不正ア

　　クセスや情報漏洩防止策を講じています。

　今後も、医療DXの推進を通じて、患者様やご家族にとってより安心・安全・質の高い医療・看

護サービスの提供を目指してまいります。

医療DX推進の体制に関する事項および情報の取得・活用等のお知らせ

医療法人社団康人会　適寿リハビリテーション病院病院

法人事務部


